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                  A  Study of  Kimono  Sewing
                  
-
 Yhrkata Sewing in Relation to
                   Seam  Puckering After Washing-
                                               tE} tst g  ee IF
                                                Fumiko Matsumura
                                 Abstract
        This study  is aimed  at  discovering a  new  sewing  technique whereby  Japanese
yukata  can  be made  safe  from seam  puckering after  washing.
        The  following experiments  were  conducted  in this present investigation :
        Two  yukatas, one  sewn  by hand, the other  by machine,  were  made,  using  the
same  two  types of  thread. These  samples  were  examined  to study  the phenomenon  of  seam
puckering both before and  after  washing.
        Our findings are  as  follows:
1) There is no  great difference in seam  puckering observed  between hand-made  and
   machine-made  yukath  after  washing,
2) However, it is clear  that macbine-made  yukata  exhibit  a  little less seam  puckering
   than hand-made yukata.
3) Moreover, concering  partial seam  puckering after  washing,  our  research  shows  that
   three  parts of  a yukata, namely,  sode-guchi,  sode-furi  and  eri-shita  are  more  prone  to
   seam  puckering  than  the other  parts of a yukata.
        Thus, this experiment  demonstrates that it is clearly  necessary  to develop a  new
sewing  technique that will  guarantee  that  the  three  above-mentioned  parts of  a  yukata  are
made  safe  from seam  puckering  after  washing.
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1． 緒　言
　従来、和服 は仕立 て直 しの 出来る便利さの 点 にお い て も手縫 い で縫製 され て きた。 しか し、
近年は 自家製作が少 な くなる と共 に既製和服の 縫製品に おい て は、生産能率 向上の 目的に よ っ
て ミ シ ン 縫 い と手縫 い を組 み 合わ せ て仕 立て た和服 が 多く見 られ る。特 に洗濯 回数の 多い 浴衣
な どは手軽にす早 く縫製で き、 しか も外観上美 しく仕上が る縫製技術が望 まれ る 。 そこ で今回
縫製品の 外観 を著 しく低下 させ るシーム パ ッ カ リ ン グ につ い て市販浴衣地 を用 い 、縫糸 2種 を
使 い 手縫 い と ミ シ ン 縫 い で 大裁女物単衣長着を仕立て 、JIS、L −0217−1976の 105の 規格に基づ
き洗濯を行な い 洗濯処 理前後の シーム パ ッ カ リン グの 状態 を検討 した 。
2， 試　料
　（1） 試料 として用 い た の は 、 一般に市販 されて い る浴衣地 を選ん で供試料 とした 。
布試料 の 諸元 を表 1 に示 した。
　　　　　　　　　　　　　　　 表一 1　 試料布の 諸 元
試料名 組 　織 糸密度（本／2．54） 糸 番 手組 　成
％
厚　さ
（mm ）
重　さ
（9／m2 ） た　 て よ　 こ た　 て よ　 こ
浴衣地 平　織 綿 1000 ．25 102 87 68 41，3％ 28．6％
  　縫 い 糸
一般的に用 い られて い る手縫 い 糸 の ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸30／2（s）（商品名 シ ヤ ッ ペ ス パ ン 糸）と
ミシ ン 用縫 い 糸の 木綿カ タン 糸 30の 2種 を用 い た 。
縫 い 糸 の 諸元 は表一2に示 した 。
　　　　　　　　　　　　　　　表一 2　縫 い 糸の 諸元
撚　数 　（T／m ） 撚　 り　 方　 向　 項　目縫
い
　 糸
表示番号
引張 り伸度
　 （％）
引張 り強力
（kgf） 上撚 り 中撚 り 下撚 り 上撚 り 中撚 り 下撚 り
綿 カ タ ン 糸 30 9，6 1．574926541190Z S S
ポリエ ス テル
ス パ ン 系 ％ （
S ） 14．8 1．67544 一 604 S 一 Z
　測定条件
　試験長 （G ・L ）20cm
　引張速度（H ， S ）10eM／rnin
　記録紙の 送 り速度 （C ，S ）20em／min
　荷重 （L ，S ）5kg
3． 実験方法
　（1） 実験衣の 作製
　実験衣 と して、木綿の 浴衣地 表
一 1 で大裁女物単衣長着 を作製 した 。 浴衣地で大裁女物単衣
長着 を仕立て る場合 に は、一般に 肩当て及 び居敷当て を付 けて縫製され るが本研 究では和服 の
縫 い 目の シーム パ ッ カ リン グが す べ て わ か る よう配慮 して 付 けな い もの を用 い た 。
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仕立て上 り寸法は標準寸 法を用 い 表一 3 に示 した 。
　　 　 　　 　　 　　 　　 　表一 3　 実験衣の 仕立上 り寸法
名　　 称 寸 　 法 （・皿〉 名　 　　称 寸　 法 （  ） 名　　 　称 寸　 法 （皿 ）
袖　 　　 　丈 49 く　 り　こ　し 2 後 　　　　巾 29
袖　 　　　口 23 衿　 　　 　巾 5．5 身 八 つ 口 14
袖　 　　 　巾 33 衽 　 付 　 丈 118 前　　 　　巾 23
袖　 付　 け 23 衿　 付 　 丈 40 衽 　 下 　 　り 23
身　 た　 け 145 肩　 　 　 巾 31 衿　　　　下 80
衿 　 肩　 明 8、5 ゆ　　　　 き 64 衽 　 　 　 　巾 15
　　基本の 形式で 裁断 し、各部の 布の 縫 う位置 に標 をつ ける。
　標付 けの 方法は 、 図一1の ように標 をつ け、 合標 に は玉 どめ糸標 をした 。 糸標間は布 の 上にチ
ャ コ ペ
ーパ ーをお い て その 上か らル レ ッ トで線 を入 れ た。
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図一2　仕立て 上 り図と測 定 箇所 （A 〜 0 ）
　縫製方法は、表一2の 縫 い 糸で 手縫 い 、ミ シ ン 縫 い の 普通仕立 て と した 。
　手縫 い の場合には、ル レ ッ ト間隔 3mmに針 目の 大 きさを揃 えて並み縫 い し、袖 口、衿下、裾
の 三 っ 折 りぐけ、折 りぐけは 1   の 針 目で くけ た 。 10cmご とに縫 い 針 （手縫針三 ノ ニ ）を引 き
抜 き、糸 しご きを 3回 しなが ら縫製 した 。
　 ミシ ン は 、 ブ ラザー家庭用電子 ミ シ ン Raxina　223−B777　自動糸調子 っ きを用 い 、オ ル ガ ン
印の ミ シ ン 針 11番で ミ シ ン 縫 製をした 。仕立て方 は並通仕立て図
一 2 と した。
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図一2の 仕立て 上 り図に縫合部の 測定箇所を記号化 して示 した 。
　縫合箇所の 縫 い 方の種類 を表一 4 に示 す。
　 くけ る部位 （三 つ 折 りぐけ、折 りぐけ）は針 目の 大 きさ 1cm とし、縫代の 仕宋 （耳 ぐけ）は
針 目間隔2  、並み縫 い は 3mmと して 、 手縫 い で縫製 した 。 ミシ ン 縫 製は すべ て ミシ ン で仕末 し
た。
表一 4　 縫合箇所の 縫 い 方の種類
手　　縫 い ミ　 シ　ン 　縫　い
目的 基　礎 　縫　 い 用 い られる箇所
共　　　 衿   3m皿 の 縫 い 目で 縫 い 合 わ
衿　　　 巾   せ る
縫
袖　付 　 け （B）
い
脇　 縫　 い  
合
並　縫　い 衽 　 付 　 け （E）
わ
背　 縫　 い （G）
せ
方
くりこ し内揚 （L）
衿 　 付 　 け （M）
衿 肩 廻 り （N）
三 っ 折 りぐけ
袖　　　 ロ （A） 三 つ 折 り に折 りミ シ ン 上
衿 　　　 下 （F） か らミシ ン で縫 う
布
は 衽 　　　 巾 α〉
し
の
仕
折 りぐけ 前 　　　 巾 σ〉
後 　　　 巾 （K）
1   の 仕上 りに折 り上か
ら ミ シ ン で 縫 う
末
耳 ぐ け
袖振 り（C）縫代 の
仕末
縫 い 代 の 布は しを ミ シ ン
で押える
　  　実験衣の 洗濯
　（1）で作製した実験衣 の 洗濯に よる収縮率 と シーム パ ッ カ リン グを評価するため 、 JIS、　 L −
0217−1976の 105の 規格 に基づ き、 表一5の 洗濯条件で洗濯を行 な っ た 。 最後 に 吊 り干 しをする時、
軽 くしわ を伸ば す程度に 整 型 した 。
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衰一 5　 洗濯条件
洗濯液
浴　比
方　法
温　度
脱　水
乾　燥
洗濯機
衣料用 弱ア ル カ リ洗剤5g／L
1 ：30
弱水流洗濯 5分
すす ぎ　 2分
すすぎ　 2分
30℃
脱水機
脱水 1分
脱水 1分
脱水 1分
恒 温室 にて 吊り干 し式
ナ シ ョ ナル 家庭用洗濯機　愛妻号
45ELECTRIC 　CONTROL
NA ・W45YI
　（3） 収縮率 の 評価
　原布、カ タン ミシ ン 糸、ポ リエ ス テ ル ス パ ン 手縫糸 につ い て洗濯に よる収縮率を JIS、　 L −
10421gs62） の G法 に より次式 に より求め た 。
　　　収縮率 （％）・ 气
君
’
・ … （％）
　　　　　　　 2 ：洗濯前の 長 さ
　　　　　　　 ¢
’
：洗 濯後 の 長 さ
　（4） 洗濯縫 い 縮み率の 評価
　実験衣 の 各部の 寸法が、洗濯 に よ っ て どの よ うに変化 するか を調 べ るため 、洗濯前後 の 各部
図一 2 の 長 さ を計 り縫 い 縮 み率 を求め た 。
　　　　W ・ （％）・
L
モ
L ’
・ …
　　　　　　 WP ：洗濯縫 い 縮み率
　　　　　　　 L ：洗濯前 の 長 さ
　　　　　　　L’：洗濯後 の 長 さ
　  　シーム パ ッ カ リン グの 評価
　実験衣の 洗濯前後の シーム パ ッ カ リン グを AATCC ｛s）．　Test　Method 　88B　1978，　“ Appearance
of 　Seams 　in　Wash ・and −Wear 　ltems　After　Home 　Laundering ”の 判定写真に よ り 3名の 判定
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 松村 ・Matsumura ：和服 の 縫製 に 関する研 究
者で比較対照を行な っ た 。
．4 ． 実験結果
　 （1） 原布 、カタン ミシ ン 糸、ポ リエ ス テ ル ス パ ン 手縫糸の 収縮率を表一6、表一7に示 す
　 　 　 　 　 　 　 　 表一 6　原 布
　 区　分
項　 目
た 　 て よ　 こ
収 縮 　率
　 　 （％ ）
4．1 2．1
表一 7 　縫 い 糸
　　試　料
項　 目
カ タ ン ミシ ン 糸
ポ リエ ス テ ル
ス パ ン 系
収　縮　率
　 　 　 （％〉
4．9 0．1
  　実験衣の 洗濯に よる縫合部の 洗濯縫 い 縮み率を表一 8 に示す 。
　 　 　 　 　 　 　 表一S　実験衣の 縫合部の 洗濯縫 い縮 み率（％）
　　　 縫合 方法
縫 　　縫
　 合 　　　糸
Nα　　部　　　　種
手　　縫 　　い ミ シ ン 縫 い
カ タ ン 糸
ポ リエ ス テ ル
ス パ ン 糸
カ タ ン 糸
ポ リエ ス テ ル
ス パ ン 糸
A 袖　 　　 　　口 3．5 4．1 2．9 3．9
B 袖　 　付 　　け 2．6 2．8 2．2 3．9
C 袖　　振　　り 4．4 4．4 5．1 3．3
D 脇　　縫 　　い 3，5 3．5 3．0 3．9
E 衽 　 　付 　　け 3．5 3．4 2．7 3．6
F 衿 　　 　　 下 3．5 33 3．4 3，6
G 背　　縫 　　い 3．0 3．1 2．5 3．7
H 衿　　　　 巾 0．O 0．0 0．0 0．0
1 衽　　　　 巾 5．0 2．3 2．4 2．4
J 前　　　　 巾 3，5 0．9 0，9 1．8
K 後　　　　　巾 1．0 1．7 0．9 LO
L 内　揚　縫　 い 2．4 0．0 G．0 1．2
M 衿　　付　　丈 3．5 3，6 0．9 1．0
N 衿　肩　廻　 り 3．2 3．1 2．0 3．6
0 共　　　　 衿 1．8 1．8 1．8 2．7
単　 純 　 平　 均 3．2 2．9 2．4 2．6
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（3） 写真判定 に よる シーム パ ッ カ リン グの 等級付けを表一9に示す
表一 9　 判定写真に よ る等級付 け
手　　縫　 　い ミ シ ン 縫 い　 縫 合 方 法
　 　 縫
縫 　
“
　 糸
合 　 濯　 　種
　 部
カ タ ン 糸
ポ リエ ス テル
ス パ ン 糸
カ タ ン 糸
ポ リエ ス テル
ス パ ン 糸
Nα 前 後 前 後 前 後 前 後
A 袖　　　　 口 5 4 5 4 5 3 5 4
B 袖　　付　　け 〃 4−5 〃 4 〃 3−4 〃 3−4
C 袖　　振　　 り 〃 4−5 〃 を 5 〃 3 〃 3
D 脇　　縫　 　い 〃 4−5 〃 4−5 〃 4 〃 4
E 衽　 　付 　　け 〃 4−5 〃 4−5 〃 4 〃 4
F 衿　　　　 下 〃 4 〃 4−5 〃 3 〃 3
G 背　　縫 　　い 〃 4−5 〃 4−5 〃 4−5 〃 4−5
H 衿 　　　　 巾 〃 5 〃 5 〃 4−5 〃 5
1 衽 　　　　 巾 〃 4 〃 4−5 〃 3 〃 3
J 前　　　　 巾 〃 4 〃 4−5 〃 3 〃 3
K 後 　　 　　 　巾 〃 4 〃 4−5 〃 3−4 〃 4−5
L 内　揚　縫　 い 〃 4−5 〃 4−5 〃 4 〃 4
M 衿 　　付 　　丈 〃 4−5 〃 4−5 〃 4 〃 4
N 衿　肩　廻　り 〃 4−5 〃 4−5 〃 3−4 〃 3−4
0 共 　　 　　 衿 〃 4−5 〃 4−5 〃 3 〃 4
5． 実験結果の 考察
　実験衣の 洗濯に よ る縫合部 の 洗濯縫 い 縮み率表一 8 の 測定結果 をもと に考察 して み る 。
　  　縫合方法 と縫 い 糸 の 関係
　手縫 い で 縫製する場合 、 縫 い 糸で あまり大差が 認め られな い が 、衽 巾、前 巾、内揚げを木綿
カタ ン 糸で縫 うと洗濯に よ っ て影響を受 ける結果が得 られ た。
　 ミ シ ン 縫製の場合は 、 ポ リエ ス テル ス パ ン 糸の 方が縫 い 縮み は 比較的大 きく出て い る。
　木綿カ タ ン 糸の 場合、手縫 い と ミシ ン 縫 い と比較す る と手縫 い の 方が やや 悪 い 。
　ポ リエ ス テル ス パ ン 糸 の 場合、 ミシ ン 縫 い の 方が 手縫 い に くらべ て 僅か に収縮 して い る 。
　手縫 い と ミシ ン 縫 い と で は、手縫 い の 方が 影響 を うけて い る。
　縫糸で は差 は認め られな い 。 以上 を総合的に判断 してみ る と ミシ ン を使っ て縫製する時は木
綿の カ タ ン 糸 を用 い 、手縫 い で ヨ コ 方向を縫 う時ポ リエ ス テル ス パ ン 糸 を用 い る と洗濯縫 い 縮
み が 少 ない 。
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　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　松村 ・Matsumura ：和 服 の 縫 製 に 関す る研究
縫合方法、縫 い 糸、縫合箇所別 の 洗濯処 理 後 の 縫 い 縮み 率 と の 関係を図一 3 に示 す。
■ 手縫 い カ タ ン 糸
口 手縫 い ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸
國 ミシ ン 縫 い カ タン糸
驪 ミシ ン 縫 い ポ リエ ス テ ル ス バ ン 糸
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図一 3　 縫合方法 、 縫い 糸 、 縫合箇所別
　　 　 洗濯縫 い 縮み
　  　縫合箇所 と洗 濯縫 い 縮 み に つ い て み る と 、
　　ア　木綿 カタ ン 糸を用 い て手縫 い した場合 に は 、衽 巾、袖 の 振 りの 縫 い 縮み が 大 き く衿巾、
後巾、がす くな い 。
　　イ　 ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸 を用 い て手縫 い した 場合　袖振 り、 袖 口 に 縫 い 縮 み が 大 きく衿
巾と内揚 げ縫 い の 所 は 0％で ある 。
　　ウ　木綿カ タ ン 糸 を用 い て ミシ ン 縫 い をした場合　袖振 りが大きく縫 い 縮み がお こ り衿巾、
内揚 げ縫 い の 所 は 0 ％で ある。
　　エ 　ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸 を用 い て ミシ ン 縫 い を した場合　袖 口、袖付 け、脇縫 い に縫 い
縮 み が あ り、衿 巾は 0 ％で あ る。
　縫合部位 の 縫 い 縮み の 大 き い 所 は 袖振 り、袖 口、衿下 等で ある が こ れは片縫 い の ため と思わ
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れ る 。 縫 い 縮み の 小 さ い 衿巾は キ セ が 多く、又、折 りた た む事 に よる布 の 厚み の た め縫 い 目の
影響 が 出に くか っ た ため と思われ る 。
　（3）　シーム パ ッ カ リン グ性 に つ い て
　　ア　実験衣作製直後の シ ーム パ ッ カ リン グは手縫 い 、 ミシ ン 縫 い と木綿 カ タン 糸、ポ リエ
ス テル 糸の 組み 合わせ で は 、 ほ とん ど 5級に近 く、外観判定で は影響 は出て い な い 。
　　イ　洗濯 に よる シーム パ ッ カ リン グは、木綿 カ タ ン 糸で縫製した場合 とポ リエ ス テル ス パ
ン 糸で縫製 した場合の外観判定で は、ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸で 縫製 した 方が や や悪 い 判定が 出
て い る 。 縫合方法を比較する と手縫い の 方が 等級が若干高 く出て い る 。
　　ウ　洗濯縫 い 縮み 率 とシ ーム パ ッ カ リン グ。たて方 向に つ い て は、縫合方法 と縫 い 糸 とで
は相関は認め られず 、 よこ 方向につ い て は木綿カ タ ン 糸、ポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸 の ミシ ン 縫 い
で は右下 りの 相関が 認め られる 。 木綿 カ タ ン 糸 とポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸の 洗濯収縮率は 4．8％の
差が ある の に 同傾 向を示 すの は 、縫製条件に よるため と思われる。
　洗濯処理後の 縫 い 縮み と シーム パ ッ カ リン グ評価 の 関係 を図一 4 に 示 した 。
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図一 4　洗濯処理後の縫 い 縮み 率 とシーム パ ッ カ リ ング判定
一 38 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松村 ・　Matsumura ：和 服 の 縫 製 に関 す る研 究
6． 結　語
　縫製品 の 外観 を著 しく低下 させ る シーム パ ッ カ リンブ に つ い て 大裁女物単衣長着 を縫糸 2種
を使い ミシ ン 縫 い と手縫 い で並通仕立 てで縫製 し 、 JIS、　 L −0217の 1G5の 規格 に基づ き洗濯 を
行 い 洗濯前後の パ ッ カ リン グ状態 を検討 した 。その 結果、次の こ とが わか っ た 。
　（1） 縫合部の 洗 濯縫 い 縮 み ば手縫 い と ミ シ ン 縫 い を比較 する と ミ シ ン 縫 い の 方が 相対的に小
さい 。 また 木綿カ タ ン 糸 とポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸を比較する と差 は認め られ ない 。 従 っ て 総合
的に判断する と ミシ ン縫 い の 方が 良 い 傾 向が 認 め られ る 。
　（2） 縫合部位の 洗濯縫 い 縮み で 大 きい の は 袖振 り、袖 口 、 衿下等で ある 。
　（3） 洗濯 に より発生す るシーム パ ッ カ リン グ は 、手縫 い と ミシ ン 縫 い を比 較する と ミシ ン 縫
い の 方がや や悪 く木綿 カ タン 糸 とポ リエ ス テ ル ス パ ン 糸 と比較す る と大差が認め られ な い が木
綿カ タ ン 糸 の 方が僅か に 悪 い 。
　縫合箇所で は 、 衿巾、 背縫 い が他 に比 べ てやや良 い 。
　　以上の 結果 に よれば、 2 種 の 縫合方法が 実用上大差が 認 め られ な い の で 、 生産性 向上の た
め能率的な ミシ ン 縫製 も可能か と思わ れ る。や や縫製結果の 悪 い 袖 の 振 り縫 い 、袖 口、衿下等
の 縫製技術の 研究が望 まれ る。
　終 わ りに、本研 究に際 し実験上 い ろい ろ ご協力、ご 教示 た まわ りま した 鐘紡株 式会社商品 試
験 セ ン ター各位 に心か らお礼 を申し上げます 。
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